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８
月
31
日（
月
）、
岡
部
町
長
が
、
財
務

省
、
国
土
交
通
省
、
独
立
行
政
法
人
水
資
源

機
構
お
よ
び
地
元
選
出
の
国
会
議
員
に
対

し
、
要
望
活
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

《
要
望
内
容
》
揖
斐
川
河
川
整
備
事
業
・
越

美
山
系
砂
防
事
業
・
木
曽
川
水
系
連
絡
導
水

路
事
業
・
町
道
事
業
な
ど
に
係
る
予
算
の
確

保
お
よ
び
事
業
の
推
進

《
主
な
要
望
先
》
国
土
交
通
省
佐
々
木
副
大

臣
／
国
土
交
通
省
水
管
理
・
国
土
保
全
局
森

本
局
長
／
国
土
交
通
省
道
路
局
沓
掛
局
長
／

財
務
省
主
計
局
橋
本
主
査
／
水
資
源
機
構
岡

村
理
事
長
／
棚
橋
衆
議
院
議
員
／
渡
辺
参
議

院
議
員
／
若
井
参
議
院
議
員

要
望
活
動
の
実
施
に
つ
い
て

▲【国土交通省】棚橋衆議院議員（右） 立会いのもと、
　佐々木副大臣（中）へ要望書を手渡す岡部町長

９
月
15
日（
火
）、
自
然
応
用
科
学
株
式

会
社
と
災
害
時
に
お
け
る
物
資
お
よ
び
道
路

啓
開
等
の
支
援
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し
ま

災
害
時
に
お
け
る
物
資
お
よ
び

道
路
啓
開
等
の
支
援
に
関
す
る

協
定
を
締
結
し
ま
し
た

▲締結式の様子

▲【水資源機構】岡村理事長（左）へ要望書を手渡す
岡部町長

▲【財務省】棚橋衆議院議員（右） 立会いのもと、
　主計局 橋本主査（中）へ要望書を手渡す岡部町長

９
月
30
日（
水
）か
ら
10
月
７
日（
水
）ま
で
、

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ユ
タ
州
セ
ン
ト
ジ
ョ
ー
ジ

市
と
の
マ
ラ
ソ
ン
交
流
事
業
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
２
０
２
５
年
の
い
び
が
わ
マ
ラ
ソ
ン
で

優
秀
な
成
績
を
収
め
た
ラ
ン
ナ
ー
の
皆
さ
ん

が
、
10
月
３
日（
土
）開
催
の
セ
ン
ト
ジ
ョ
ー

ジ
マ
ラ
ソ
ン
に
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

酒さ
か

井い　
　

一は
じ
め�

２
時
間
17
分
８
秒

　
（
男
子
フ
ル 

３
位
）（
年
代
別
３
位
）

森も
り　
　

裕ゆ
う

二じ�

３
時
間
７
分
32
秒

　
（
男
子
フ
ル 

１
９
９
位
）（
年
代
別
32
位
）

御み

田た

村む
ら　

智と
も

子こ�

５
時
間
23
分
６
秒

　
（
女
子
フ
ル 

１
５
８
７
位
）（
年
代
別
25
位
）

※�

安や
す

留と
め

ゆ
か
り
さ
ん
は
、
体
調
不
良
の
た
め

棄
権
さ
れ
ま
し
た
。

セ
ン
ト
ジ
ョ
ー
ジ
マ
ラ
ソ
ン

国
際
交
流
事
業

▲ランナーの皆さん

し
た
。

協
定
締
結
先
で
あ
る
同
社
は
、
谷
汲
地

域
に
事
業
所
を
新
設
し
、
汲
み
上
げ
た
地
下

水
を
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
し
て
販
売
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
今
回
災
害
時
に
お
い
て
、
飲
料

水
の
提
供
お
よ
び
自
社
の
重
機
を
使
用
し
た

倒
木
や
土
砂
の
除
去
に
つ
い
て
支
援
を
い
た

だ
け
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

締
結
式
で
岡
部
町
長
は
、「
こ
の
度
の
熊

本
地
震
で
も
多
く
の
地
域
で
断
水
が
発
生
し

て
お
り
、
本
町
で
も
同
様
の
事
態
は
想
定
さ

れ
る
。
同
社
か
ら
災
害
時
に
飲
料
水
提
供
の

話
を
い
た
だ
け
た
の
は
大
変
あ
り
が
た
い
。

こ
れ
か
ら
も
町
の
安
心
安
全
の
た
め
、
ご
支

援
ご
協
力
を
お
願
い
し
た
い
」
と
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。

今
後
も
、
町
の
安
全
安
心
な
ま
ち
づ
く
り

の
た
め
、
必
要
な
防
災
対
策
を
進
め
て
い
き

ま
す
。
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９
月
３
日（
木
）、
揖
斐
建
設
会
館
で
、
揖

斐
川
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
か
ら
揖
斐
川
吹
奏
楽

部
へ
の
楽
器
贈
呈
式
が
行
わ
れ
、
山や
ま

本も
と

直な
お
人と

会

長
か
ら
揖
斐
川
吹
奏
楽
部
部
長
の
赤あ
か

田だ

柚ゆ
ず

さ

ん
、
副
部
長
の
牧ま
き

村む
ら

柚ゆ
ず

希き

さ
ん
、
下し
も

吉よ
し

空ら
あ
み美

さ
ん
へ
目
録
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
度
の
寄
贈
は
、
揖
斐
川
ラ
イ
オ
ン

ズ
ク
ラ
ブ
65
周
年
を
記
念
し
た
も
の
で
、
ホ

ル
ン
と
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

贈
呈
式
で
赤
田
さ
ん
は
「
楽
器
は
私
た
ち

の
財
産
で
す
。
こ
れ
か
ら
も
楽
器
を
大
切
に

使
っ
て
、
部
員
み
ん
な
で
成
長
し
て
い
き
た

い
で
す
」
と
感
謝
の
言
葉
を
語
り
ま
し
た
。

揖
斐
川
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
か
ら
揖
斐
川

吹
奏
楽
部
へ
楽
器
が
寄
贈
さ
れ
ま
し
た

▲�右二人目から順に、山本会長、赤田さん、牧村さん、下吉さん

毎
年
８
月
末
に
芽
室
町
で
開
催
さ
れ
て

い
る
「
第
39
回
発
祥
の
地
杯
全
国
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
大
会
」
の
開
会
式
に
町
長
と
副
議
長

が
出
席
し
ま
し
た
。

芽
室
町
は
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
発
祥
の
地
で

す
。
１
９
４
７
年
、
鈴す
ず

木き

栄え
い

治じ
（
の
ち
に
改

名
し
て
和か
ず

伸の
ぶ

）が
芽
室
町
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

伝
統
的
な
競
技
「
ク
ロ
ッ
ケ
ー
」
を
ヒ
ン
ト

に
、
戦
後
の
混
乱
の
中
で
満
足
な
遊
具
が
な

い
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
「
手
軽
に
遊
べ
る

健
全
な
ス
ポ
ー
ツ
」
と
し
て
考
案
し
ま
し
た
。

大
会
に
は
全
国
か
ら
48
チ
ー
ム
２
８
４

名
、
最
年
少
10
歳
か
ら
最
高
齢
94
歳
が
参
加

し
ま
し
た
。
幅
広
い
世
代
の
方
が
ひ
と
つ
の

コ
ー
ト
で
プ
レ
ー
で
き
る
の
も
ゲ
ー
ト
ボ
ー

ル
の
特
徴
で
す
。

揖
斐
川
町
か
ら
は
友
好
の
証
と
し
て
上

位
入
賞
者
に
特
産
品
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

友
好
都
市
・
北
海
道
芽
室
町
で
開
催
さ
れ
た

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会
に
出
席
し
ま
し
た

▲開会式で始球式を行いました

９
月
25
日（
金
）、
揖
斐
川
町
役
場
で
令
和

８
年
度
中
学
生
・
高
校
生
海
外
研
修
派
遣
事

業
派
遣
認
定
書
交
付
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
事
業
は
、
マ
ラ
ソ
ン
交
流
を
続
け

て
い
る
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
ユ
タ
州
セ
ン
ト

ジ
ョ
ー
ジ
市
に
、
町
の
将
来
を
担
う
中
学
生

と
高
校
生
を
派
遣
し
、
現
地
の
人
々
と
の
交

流
を
通
じ
て
、
文
化
や
歴
史
な
ど
を
学
び
、

国
際
性
豊
か
な
人
材
の
育
成
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
今
年
度
の

派
遣
は
、
第
27
回
目
と
な
り
ま
す
。

派
遣
さ
れ
る
18
名
の
生
徒
は
、
町
長
か
ら

派
遣
認
定
書
を
手
渡
さ
れ
、
意
気
込
み
を
語

り
ま
し
た
。
な
お
、
派
遣
期
間
は
、
来
年
１

月
15
日（
金
）か
ら
22
日（
金
）の
予
定
で
す
。

中
学
生
・
高
校
生
海
外
研
修
派
遣

事
業
派
遣
認
定
書
交
付
式

▲派遣認定書を受け取る生徒

９
月
27
日（
日
）、
南
海
ト
ラ
フ
地
震
を
想

定
し
た
、
揖
斐
川
町
住
民
避
難
訓
練
お
よ
び

避
難
所
設
営
・
運
営
訓
練
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

訓
練
は
、
静
岡
県
駿
河
湾
か
ら
紀
伊
半

島
南
東
沖
を
震
源
と
す
る
地
震
が
発
生
し
た

こ
と
を
想
定
し
た
も
の
で
、
町
内
全
域
を
対

象
と
し
て
避
難
訓
練
を
実
施
し
、
そ
の
後
、

𦙾
永
公
民
館
お
よ
び
各
振
興
事
務
所
管
内
の

会
場
で
、
避
難
所
設
営
・
運
営
訓
練
を
実
施

し
ま
し
た
。

主
会
場
の
𦙾
永
公
民
館
で
は
、
ぎ
ふ
防
災
・

減
災
セ
ン
タ
ー
に
よ
る
防
災
講
演
、
岐
阜
県

防
災
課
に
よ
る
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
活
用
し
た
避
難

所
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
の
実
証
実
験
、
揖
斐
川
町
社

会
福
祉
協
議
会
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
開
設
訓
練
お
よ
び
揖
斐
川
町
消
防
団
𦙾

永
分
団
に
よ
る
防
災
設
備（
防
災
井
戸
、
か
ま

ど
ベ
ン
チ
、
マ
ン
ホ
ー
ル
ト
イ
レ
）の
実
演
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
、
地
域

と
一
体
と
な
っ
て
防
災
意
識
を
高
め
ま
し
た
。

揖
斐
川
町
住
民
避
難
訓
練
お
よ
び
、避
難

所
設
営
・
運
営
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た

▲防災訓練の様子


